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夏
の
青
葉
山
で
新
た
な
興
味
を
開
拓

東
北
大
学
工
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

知
的
好
奇
心
が
も
た
ら
す
心
豊
か
な
社
会
を
目
指
す

サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
A
W
A
R
D 
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4

　
7
月
30
日
・
31
日
、東
北
大
学

工
学
部
・
工
学
研
究
科
で
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
か
れ
、朝
早

く
か
ら
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
。当
日
は
各
学

科
の
学
生
た
ち
に
よ
る
研
究
に
関

す
る
展
示
に
加
え
、講
演
会
や
入

試
に
関
す
る
説
明
会
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　
参
加
型
の
体
験
企
画
や
実
物

展
示
も
充
実
。
機
械
知
能
・
航

空
工
学
科
で
は
摩
擦
を
利
用
し

て
モ
ー
タ
ー
を
動
か
す
電
動
車

い
す
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、
試

乗
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し

い
」「
動
か
し
や
す
い
」
と
い
っ

た
率
直
な
感
想
が
聞
か
れ
た
ほ

か
、「
こ
ん
な
も
の
も
つ
く
れ
る

な
ん
て
す
ご
い
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
た
。

　
「
最
初
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

大
事
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
多
く

の
人
に
機
械
工
学
と
い
う
も
の
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
案
内
を
担
当

し
て
い
た
学
生
は
語
っ
た
。

　『
学
都「
仙
台
・
宮
城
」サ
イ
エ

ン
ス
・
デ
イ
』で
は
、出
展
者
・
来

場
者
が「
よ
い
」と
思
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
賞
を

つ
く
る
こ
と
で
表
彰
す
る
取
組
み

「
サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
A
W
A
R
D
」

を
実
施
。
計
47
の
大
学
・
研
究

所
・
企
業
・
行
政
・
学
校
な
ど
が

賞
を
創
設
し
、7
月
25
日
に
は
、

東
北
大
学
で
表
彰
式
・
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
が

設
立
し
た
「
み
や
ぎ
の
未
来
を

担
う
で
賞
」
は
仙
台
市
立
広
瀬

中
学
校
科
学
部
の
「
空
気
を
使
っ

て
実
験
し
て
み
よ
う
」
が
受
賞
。

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
な
ど
未

来
の
も
の
づ
く
り
を
考
え
る
場
を

提
供
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

受入事業所

２日間の実習プログラム

参加者の声

8月7日（木） 8月8日（金）

東北文化学園大学 3 年
齋藤可那さん

宮城県中小企業団体中央会のインターンシップ

こんな形で実践されています！

株式会社 サイコー

宮城県中小企業団体中央会は、県内の中小企業をサポートために、学生の中小企業理解の促進、新規大卒者と中小企業とのマッチング、
若手社員の定着率向上を大学と連携してサポートする人材確保・定着支援事業に取り組んでいます。

その一環として、大学生の夏季インターンシップを行っており、将来への気づきの場としてもらうとともに、
企業にとってはインターンシップ実習生を受け入れることで社員を育てる方法を考える機会とすることを目的としています。

地域のお付き合いを大切にする企業としてインターン
シップの受入も行っています。古紙を回収したり、資
源化センターで選別作業をしてもらったりしながら、
仕事のやりがいや楽しさを実感してもらっています。

地域の人と人とのつながりを大切さにされてい
ることを身に染みて感じました。取引先の方も
優しく接してくれてましたが、やはりサイコー
さんが取引先の方と良い関係を築いているから
こその優しさだと思います。私も関わってくれ
ている方々への感謝の気持ちや、つながりを大
切にしていこうと思います。

東北文化学園大学 3 年
大瀧麻衣さん

多くの作業に携わることができ、自分の選別し
たビン、缶、ペットボトルや発泡スチロールが
製品化されるかと思うとすごくうれしかったで
す。インターンシップを通して現場の様子、社
会のしくみの一端を知ることができ、有意義で
した。仕事を通して社会人として成長できたら
いいなと思いました。

オリエンテーション
自己紹介
会社概要説明
仙台港資源化センター見学
仙台中央資源化センター見学

各部門で現場実習
（営業、廃棄物回収、資源物回収、
資源化センター、ドライバー助手）

振り返り・共有
フリーディスカッション

総合リサイクル企業
株式会社 サイコー

○古紙回収・集団資源回収・卸売
○機密文書処理
○古紙リサイクルポイントシステム
○産業廃棄物収集運搬・処分
○一般廃棄物収集運搬・処分（事業系・家庭系）
○廃棄物管理コンサルティング 

本社 〒983-0828 仙台市宮城野区岩切分台 1-8-4
 Tel  022-255-3150
 Fax 022-255-9955

お問合せ

宮城県中小企業団体中央会  〒980-0011 仙台市青葉区上杉 1-14-2  宮城県商工振興センター 1F    Tel 022-222-5560 （ 代 ）  Fax 022-222-5557

広告

カップめんの容器を使ったホ
バークラフトづくりなどの体験
の場を提供

福島原発でも活躍したレスキュー
ロボの説明に聞き入る高校生

無人探査機の模型の説明
に聞き入る高校生

角田宇宙センターから持ち
込まれたALFLEXの実機
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「
日
本
が
誇
る
マ
テ
リ
ア
ル
の

世
界
～
材
料
フ
ェ
ス
タ
i
n 

仙

台
」（
主
催
／
産
業
技
術
総
合
研

究
所
、
東
北
大
学
、
物
質
・
材
料

研
究
機
構
）
が
、
7
月
28
日
・
29

日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。
物
質
・
材
料
研
究
機
構

の
潮
田
資
勝
理
事
長
は
「
材
料

と
は
必
ず
し
も
目
に
見
え
る
も

の
で
は
な
い
が
、日
本
の
技
術
の

根
底
を
支
え
る
も
の
と
し
て
非

常
に
重
要
で
あ
る
。こ
れ
を
き
っ

か
け
に
次
の
世
代
の
若
い
人
た

ち
に
材
料
を
つ
く
る
・
研
究
す
る

こ
と
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

将
来
の
材
料
技
術
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
開
会
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
素
材
の
開
発
企
業
か
ら

招
い
た
講
師
に
よ
る
講
演
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、製
造
に
か
か
わ
る
様
々
な

分
野
の
企
業
が
集
結
し
た
企
業

展
示
が
行
わ
れ
、参
加
者
か
ら
は

「
材
料
づ
く
り
の
奥
深
さ
を
感
じ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
。
ま

た
学
生
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
も
多

数
展
示
さ
れ
て
お
り
、「
同
じ
く

ら
い
の
年
代
の
人
た
ち
が
こ
う
い

う
研
究
を
し
て
い
る
の
か
と
思
う

と
と
て
も
興
味
深
い
」と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
た
。

切
磋
琢
磨
の
中
で
技
術
力
を
向
上

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
4

東
北
大
会
兼
全
国
大
会
予
選
会
開
催

次
世
代
の
若
い
人
た
ち
に
材
料
を
つ
く
る
面
白
さ
を

「
材
料
フ
ェ
ス
タ
in 

仙
台
」
開
催

「
住
友
商
事 

東
日
本
再
生
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
奨
励
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
校
式
開
催

　
全
国
の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し

て
技
術
・
技
能
を
競
い
合
う
高

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

公
益
社
団
法
人
全
国
工
業
高
等

学
校
長
協
会
が
主
催
し
全
国
9

ブ
ロ
ッ
ク
の
持
ち
回
り
で
開
催

さ
れ
る
。
今
年
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
、
11
月
15
日
・
16
日
に
、

旋
盤
作
業
、 

自
動
車
整
備
、
電

気
工
事
、電
子
回
路
組
立
、
化
学

分
析
、木
材
加
工
、測
量
の
7
部

門
が
実
施
さ
れ
る
。

　
そ
の
東
北
大
会
兼
全
国
大
会

予
選
会
が
6
月
27
日
～
8
月
30

日
の
期
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　
7
月
30
日
、
31
日
に
山
形
職

業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
電
気
工
事
部
門
で
は
、
各

県
か
ら
計
7
名
の
参
加
が
あ
り
、

配
線
工
事
を
1
5
0
分
の
競
技

時
間
内
に
行
っ
た
。
出
来
映
え
、

操
作
、接
続
、作
業
態
度
な
ど
を

審
査
し
て
、順
位
を
決
定
し
た
。

　
宮
城
県
か
ら
は
宮
城
県
石
巻

工
業
高
校
の
電
気
情
報
科
3
年

の
今
野
翔
太
さ
ん
が
参
加
。
参

加
者
か
ら
は
「
先
生
や
先
輩
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が

ら
練
習
を
し
て
き
た
」「
効
率
よ

く
作
業
を
進
め
る
た
め
に
道
具

を
工
夫
し
た
り
、手
順
を
吟
味
し

た
」と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

　
優
勝
者
は
、
青
森
県
立
十
和

田
工
業
高
校
電
気
科
3
年
・
佐

藤
大
輝
さ
ん
。「
昨
年
は
先
輩
が

全
国
大
会
3
位
。
そ
れ
よ
り
も

上
位
を
狙
い
た
い
」と
全
国
大
会

へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
住
友
商
事
株
式
会
社
が
取
り

組
ん
で
い
る「
東
日
本
再
生
ユ
ー

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
奨
励
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
入
校
式
が
、
6
月
29
日
、

仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
の
地
域
再
生

と
、被
災
者
の
生
活
再
建
を
願
い
、

そ
の
再
生
過
程
に
参
加
す
る
ユ
ー

ス
を
応
援
す
る
も
の
。

　
2
0
1
3
年
度
は
宮
城
・

福
島
の
2
県
で
開
催
し
た
が
、

2
0
1
4
年
度
は
、
宮
城
・
福

島
・
岩
手
の
3
県
合
同
で
の
入
校

式
と
な
っ
た
。 

　
今
年
度
は
18
人
の
イ
ン
タ
ー

ン
が
、
13
の
N
P
O
法
人
の
活
動

に
取
り
組
む
。
入
校
式
に
は
イ

ン
タ
ー
ン
の
ほ
か
、受
け
入
れ
団

体
・
現
地
運
営
協
力
団
体
の
関
係

者
、O
B
な
ど
60
人
以
上
が
参
加

し
た
。

　
同
社
環
境
・
C
S
R
部
長
の
奥

谷
直
也
氏
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

深
く
関
わ
り
、社
会
人
の
一
員
と

し
て
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、主
体

的
に
活
動
し
て
ほ
し
い
。社
会
に

参
画
す
る
こ
と
の
意
義
を
実
感

し
て
く
だ
さ
い
」と
、開
会
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、イ
ン
タ
ー
ン
の
自
己

紹
介
が
あ
り
、「
地
域
の
た
め
に

貢
献
で
き
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
」「
自
分
の
可
能

性
を
広
げ
、成
長
し
た
い
」な
ど

抱
負
を
語
っ
た
。

　
受
け
入
れ
団
体
や
O
B
イ
ン

タ
ー
ン
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
、

今
後
の
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
、打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
は
7
月
か
ら
9
カ
月

間
、活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

真剣なまなざしで作業をつづける参加者

上位３名の表彰が行われた。優勝者は全国
大会へ出場する

全国大会は11月15日・16日（旋盤作
業は14日・15日・16日）に開催される

仙台国際センターで行
われた「材料フェスタ
in 仙台」

開会のあいさつでメッセージを贈る
奥谷直也氏

インターン一人ひとりの自己紹介

交流を深め、受け入れ団体との打
ち合わせもスムーズ

参加者全員で記念撮影

学生展示（ポスタープレゼンテーション）では、高校生・
高専生・大学生の研究成果を発表。若者たちの情熱・夢
を多くの方 に々聞いていただいた


